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チャイルドケアセンターの食育活動
「大切なおコメだから、残さないで食べないと！」

～坂戸市の保育園でのバケツ稲便り
　最近のコメ消費の動きを見ると、一人一ヶ月当たりの消費量は昭和

37年以降、年々減少している。その原因はライフスタイルの変化、核

家族化、高齢化、ニーズの多様化・高度化によりコメに依存しなくて

も生活出来る環境に変わってきた事等による。特に家庭で一家揃って

食卓を囲んだ楽しい食事は減り、わが国特有の多彩な食文化も失われ

つつあるのが現状で、食べ残しや廃棄は目を覆うばかりである。そん

な中、食育基本法が平成17年７月施行された。概要(食育の位置づけ

等)の中に、食育とは【「食」に関する知識と「食」を選択する力を習

得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる】ことであ

るとしている。

　昨年５月、ＪＡえちご上越と上越市役所のご厚意で、埼玉県坂戸市

にある保育園『チャイルドケアセンター坂戸』に「バケツ稲」を届け

て頂いた。当初、キリン組とくま組の当番のお友達は、自分たちでお

コメを育てるということに戸惑いを感じていたという。年末に、岸田

園長先生から送られた「いねのかんさつ」(観察レポート・写真ご参

照)には、初めての発見をする度に、「せんせい！」「すご～いことが

おきたぁ！」と、キラキラ目を輝かせて報告する様子、子供たちが一

生懸命雑草を抜いたり、稲の高さを測ったりして「バケツ稲」を育て

たことが良く分かる。子供たちが、成長していく稲の様子を日々観察し、感動･発見･不思議さを色々学ん

だ事が写真から窺える。

　コメ作りについて知識が無く戸惑っていた保育士さん達も、稲の成長と共に毎日の作業が、段々育てる

楽しみに変わった。防虫網でスズメ対策に工夫を凝らし、全員が協力して収穫･脱穀･精米という経験をし
（次ページへ続く）
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新春恒例サラリーマン川柳。今回も第一生命の「私が選ぶサラ

リーマン川柳ベスト100」より当紙が選んだ傑作首をお送りす

る。（川柳に使用されている文字・雅号は全てそのまま掲載して

おります）　第一生命「サラリーマン川柳」より抜粋

（前ページより続く）
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た事で、自分達が収穫したコメを園児達は一粒残さず食べたのである。

「たいせつなおコメだから、のこさないでたべないと」と、子供たち自身

が食べ物の大切さ、大変さを自覚できるようになったのが一番の収穫。

　最後に、自分達が育てたおコメを食べている子供達の笑顔と、「バケツ

稲」を通して【食物(稲)の成長】【農家の方の苦労】【お米の大切さ】を知

ることができ本当によかったです・・・とあった。職員もおコメの大切さ

を再認識し、職員会議で「食育」について話し合うきっかけにもなったそ

うである。これぞ「食育」の実践！

　世界的にみるとコメは人口の伸びに生産が追いつかない。しかし、日本

はコメの消費が年々減る一方である。30代以下の若い世代は60代の半分

しかコメを食べない。幼い頃からコメ作りを知り、コメに親しみ、バラン

スの良い食生活を親子で見直す必要がある。コメは、世界人口の半数以上

に及ぶ人々が主食としていて、特にアジアでは飢餓や栄養不足を防ぐ基礎

食糧である。世界中には、まだまだ食糧不足に悩む地域が多いのが現実

で、今回この子供たちの貴重な経験が将来役に立てば有難いと思う出来事であった。（農産部　岡野）
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